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　江戸時代寛文年間（１６６１年～７３年）竹内家がこの地に
移り住んだ際に植樹されたもので、樹齢は３００年以上に
なります。現在、市内最大の巨樹で、高さ３５ｍ以上、目
通り（肩の高さ）の幹の周囲約６．５ｍ、枝張りの面積約４００
㎡もあります。こうしたことから戦時中、船用材として
供出するという話もあったそうです。
　大ケヤキは、小平の風物詩でもある春の赤風や秋の台
風から農作物などを守る防風林の役割を果たすととも
に、落ち葉は、作物を作るうえで欠かせない堆肥の材料と
なりました。新田開拓の時代から風雨に耐えてきた大ケ
ヤキは、小平の歴史を語るうえでも大切なシンボルであ
り、いつまでも大切にしたいもの
です（小平市天然記念物第１号）。
※この大ケヤキは個人宅にありま
すので、お断りしてから見学をお
願いします。

ところ
小川町１－５８３－１　竹内さん方
問合せ　生涯学習推進課
緯０４２（３４６）９５０１

平小 の文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財 ⑦竹内家の大ケヤキ

　

生
後　

日
以
上
の
飼
い
犬

９１

は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
毎

年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

怯
狂
犬
病
予
防
注
射

　

平
成　

年
度
の
狂
犬
病
予
防

２４

定
期
集
合
注
射
の
屋
外
会
場
を

開
設
し
ま
す
（
右
下
表
参
照
）。

※
屋
外
会
場
を
利
用
で
き
る
の

は
、
小
平
市
に
登
録
さ
れ
て
い

る
犬
の
み
で
す
。

費　

用　

３
千
５
百　

円
（
注

５０

射
お
よ
び
注
射
済
票
交
付
手
数

料
）

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
（
日
）
か
ら　

日
３０

（
月
・
振
休
）
ま
で
は
、
一
部

の
動
物
病
院
で
も
同
じ
料
金

で
、
注
射
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に

は
、
３
月
下
旬
に
詳
細
を
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

怯
会
場
に
行
く
と
き
は

▽
通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
青

色
の
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交

付
票
と
、
裏
面
の
問
診
票
（
記

入
し
て
来
て
く
だ
さ
い
）
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▽
犬
は
清
潔
に
し
、
首
輪
が
抜

け
な
い
よ
う
に
点
検
し
て
、
必

ず
犬
を
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る

方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い

▽
過
去
に
、
他
県
の
屋
外
会
場

で
犬
同
士
の
か
み
つ
き
に
よ
る

死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
人
と
犬
、
犬
同
士

が
近
づ
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▽
引
き
綱
は
鎖
な
ど
の
丈
夫
な

も
の
を
使
用
し
、
注
射
の
と
き

は
首
輪
ま
た
は
首
輪
と
の
接
続

部
を
持
っ
て
く
だ
さ
い

▽
袋
な
ど
を
用
意
し
、
犬
の
ふ

ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
持
ち
帰

っ
て
く
だ
さ
い

怯
犬
の
登
録

　

屋
外
会
場
や
一
部
の
市
内
動

物
病
院
で
は
新
規
登
録
の
受
付

が
で
き
ま
す
。

　

新
規
登
録
や
転
入
・
紛
失
に

よ
る
鑑
札
の
再
交
付
、
犬
の
死

亡
届
や
所
在
地
等
の
変
更
届
に

つ
い
て
は
、
環
境
保
全
課
、
東

部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

  　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

向
け
て
、
最
近
問
題
に
な
っ
て

い
る
自
転
車
や
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

交
通
安
全
講
習
会

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
水
）　

２８

午
後
６
時　

分
～
８
時

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

内　

容　

交
通
安
全
映
画
、
交

通
安
全
講
話

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課

緯　

（
３
４
３
）
０
１
１
０

０４２

 　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
源

地
か
ら
遠
い
都
内
で
も
多
く
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
地
震
時

に
慌
て
て
避
難
し
よ
う
と
す
る

と
、
転
倒
し
て
け
が
を
し
た

り
、
揺
れ
が
激
し
い
と
き
に
火

を
消
そ
う
と
す
る
と
、
転
倒
し

て
鍋
の
湯
を
か
ぶ
る
な
ど
、
や

け
ど
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
緊
急
地
震
速
報
を
受
け
た

り
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

ま
ず
身
の
安
全
を
最
優
先
し
ま

し
ょ
う
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

小
平
消
防
署

　

身
の
安
全
を
図
る
こ
と
で
、

け
が
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
地
震
後
の
避
難
や

救
出
・
救
護
な
ど
の
重
要
な
行

動
に
速
や
か
に
移
行
で
き
ま

す
。

　

地
震
発
生
時
に
は
、
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
事
前
の
対
策
と
し
て
、

家
具
は
転
倒
・
落
下
・
移
動
し

な
い
よ
う
に
固
定
し
た
り
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
け
が
の

原
因
や
避
難
障
害
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

防
火
管
理
係
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
１
１
９

O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

;
;

;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;

　

仲
町
図
書
館
の
休
館
に
伴
な

い
、
仲
町
公
民
館
の
開
館
時
間

内
に
図
書
館
の
リ
ク
エ
ス
ト
本

の
受
け
取
り
や
返
却
資
料
の
預

か
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
読
み
聞
か
せ
の
会
を
月
に

１
回
行
い
ま
す
。

期　

間　

４
月
１
日
（
日
）
～

平
成　

年
５
月
末
日
（
予
定
）

２６

怯
リ
ク
エ
ス
ト
本
の
受
け
取
り

　

利
用
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
取
り
置
き
期
間

は
な
く
、
連
絡
が
あ
っ
た
日
か

ら
貸
し
出
し
状
態
に
な
り
、
２

週
間
後
が
返
却
期
限
と
な
り
ま

す
。
返
却
期
限
ま
で
に
受
け
取

り
に
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
取

り
消
し
に
な
り
ま
す
。

※
仲
町
公
民
館
で
は
、
貸
出
期

間
の
延
長
お
よ
び
他
市
な
ど
か

ら
の
借
用
本
の
受
け
取
り
は
で

き
ま
せ
ん
。

怯
返
却
資
料
の
預
か
り

　

仲
町
公
民
館
事
務
室
で
返
却

さ
れ
る
本
・
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

怯
読
み
聞
か
せ
の
会

と　

き　

第
１
水
曜
日　

午
後

４
時
～
４
時　

分
２０

と
こ
ろ　

仲
町
公
民
館
保
育
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
生

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

問
合
せ　

仲
町
図
書
館
緯　
０４２

（
３
４
４
）
７
１
５
１
、
中
央

図
書
館
緯　

（
３
４
５
）
１
２

０４２

４
６
（
４
月
１
日
（
日
）
以
降
）

　

市
で
は
、
市
内
の
建
設
業
者

団
体
（
小
平
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
斡
旋
協
会
）と
協
定
を
結
び
、

安
心
し
て
発
注
で
き
る
業
者
や

職
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
工
事
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
左
表
参
照
）。

問
合
せ　

地
域
文
化
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
２

 
怯
三
小
地
区
青
少
対

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

３１

午
前　

時
～
午
後
４
時
（
雨
天

１１

の
場
合
は
翌
日
）

と
こ
ろ　

喜
平
橋
脇
、
桜
通
り

内　

容　

桜
並
木
の
下
で
子
ど

も
と
大
人
が
多
彩
な
催
し
を
展

開問
合
せ　

水
谷
緯　
（
３
３
２
）

０４２

８
８
２
０

 
怯
太
極
拳
教
室

▽
入
門
コ
ー
ス

と　

き　

４
月
～
平
成　

年
３

２５

月
の
第
１
・
第
３
水
曜
日　

午

後
１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

※
１
月
の
み
第
２
・
第
３
水
曜

第　

回

１３

さ
く
ら
ま
つ
り

ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

日
。

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ

東定　

員　
　

人
１０

講　

師　

重
松
麻
里
子
さ
ん

（
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認

上
級
指
導
員
）

怯
書
道
教
室

▽
一
般
大
人
の
部

と　

き　

４
月
～
平
成　

年
３

２５

月
の
第
２
・
第
４
水
曜
日　

午

後
１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
講
座
室

１定　

員　
　

人
２０

講　

師　

櫻
田
明
道
さ
ん
、
大

倉
之
寶
さ
ん

持
ち
物　

す
ず
り
、
筆
、
墨
、

下
敷
き
、
文
鎮
、
古
新
聞
（
１

日
分
）

▽
小
中
学
生
の
部

と　

き　

４
月
～
平
成　

年
３

２５

月
の
第
２
・
第
４
水
曜
日　

午

後
３
時　

分
～
５
時

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
講
座
室

１定　

員　
　

人
１５

講　

師　

櫻
田
明
道
さ
ん
、
大

倉
之
寶
さ
ん

持
ち
物　

す
ず
り
、
筆
、
墨
、

下
敷
き
、
文
鎮
、
古
新
聞
（
１

日
分
）們

們
共　

通
們
們

費　

用　

月
会
費
２
千
円

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
桜
田
へ

緯　

（
３
４
５
）
５
５
１
８
、

０４２
俊
０
４
２
（
２
０
８
）
６
５
１

８
（
先
着
順
）

　

４
月
１
日
（
日
）
は
、
新

年
度
準
備
の
た
め
、
市
内　
１８

か
所
の
地
域
セ
ン
タ
ー
を
臨

時
休
館
し
ま
す
。

　

５
月
分
の
利
用
申
込
み

は
、
４
月
２
日
（
月
）
の
午

前
８
時　

分
か
ら
受
け
付
け

３０

ま
す
。

問
合
せ　

地
域
文
化
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
８
１
２

狂犬病予狂犬病予防防
定期集合注　定期集合注射射

平成２４年平成２４年度度

狂犬病予防定期集合注射屋外会場　日程
ところと　　き

中央公園噴水池前午前９時１５分～１０時

４月１９日
（木）

東部公園午前１０時４５分
～１１時３０分

大沼地域センター
公園

午後１時４０分
～２時１０分

つつじ公園午後２時４０分
～３時１０分

鈴木地域センター
公園午前９時１５分～１０時

４月２０日
（金）

小川公園午前１０時４５分
～１１時３０分

小川西町防災広場午後１時４０分
～２時１０分

福祉会館前市民広
場

午後２時４０分
～３時１０分

※雨天の場合は、午前・午後とも最初の会場の開始１５分前
に判断し、午前の全会場・午後の全会場を中止すること
があります。

利
用
の
変
更

利
用
の
変
更
とと

読
み
聞
か
せ
の

読
み
聞
か
せ
の
会会

仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲町町町町町町町町町町町町町町町町町
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煙傷んだ部分の修繕・補修
　居室・台所・浴室・トイレなどの屋内全般の修
繕・補修（部分補修、模様替え、壁紙の張り替え
ほか）

　屋根・外壁などの屋外部分の修繕・補修（雨もり
対策、雨といの修繕、外壁塗装ほか）

　屋内の給排水・電気配線などの修繕・補修

煙ピッキング被害対策

修 繕

煙部屋などの増・改築
　部屋の増・改築、浴室やトイレの改造、防音工事、
押し入れを収納庫に変更ほか（新築でも対応可）

増・改築

煙住宅内外の工事・補修
　車庫・門扉・フェンス・物置などの工事、各種ペ
ンキ工事、各種コンクリート工事ほか

付帯工事

煙庭づくり、手入れ、管理
　庭木の手入れ、庭づくり、庭園の管理ほか

造 園

住 
ま 
い 
の 
リ 
フ 
ォ 
ー 
ム

職
人
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

職
人
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
すす

市制施行50周年
ちょこっとコラム禦

　市史編さん事業は、市制施行５０周年記念事業
として、平成２０年１０月にスタートしました。
　小平市の歴史を明らかにし、魅力ある郷土を
後世に伝え、これからも住み、学び、訪れたい
まちを目指して、作業を進めています。
　これまで、「小平の歴史を拓く　市史研究」創刊号・第２・
３号、「小平市史料集近現代編」第１集～第４集を刊行しまし
た。小平市を知る大変興味深い内容となっていますので、ぜ
ひ、購読してみてください。
　さらに、平成２４年度には、市史本編「近世編」、「近現代編」、
「地理・考古・民俗編」、付編「図録」、「写真集」の刊行を
予定しています。 問合せ　政策課緯０４２（３４６）９５０３

「こんなに だいすき 小平市！」

◆小平市市史編さん事業の紹介◆
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